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山口県教育庁義務教育課

平成２７年度 山口県教育委員会では、学力向上に向けて４つの重点取組事項を策定

学力向上の取組 し、県教委と市町教委が一体となって、各学校の取組を支援します。

新年度を迎え、お忙しい日々をお過ごしのことと思いますが、何事も

スタートが肝心です。学級びらき、授業びらきをとおして、子どもたち

が夢や希望をもち、日々、成長できる環境づくりに取り組みましょう。

指導方法の工夫 本年度は、特に以下の内容について取組の充実を図り、日々の授業改

改善の取組 善、指導力の向上、組織的な指導体制の強化を進めていただきますよう、

よろしくお願いします。

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力 ～



４月２１日（火）に全国学力・学習状況調査が実施されます。子どもたちが普段の力を十分発揮
できるよう、事前に実施体制を確認し、滞りなく調査が受けられるようよろしくお願いします。
○春休みの宿題の回収、事後指導を通して、学習内容の積み残しを解消しましょう。
○調査後の採点、学力分析支援ツールへの入力、分析、改善に向けた取組のスタートなど、組織的
な取組をお願いします。

・県教委からお届けするもの……採点上の留意点の送付（４月２３日（木）ごろ）
・学力分析支援ツールへの入力完了……５月２９日（金）

小・中それぞれ

の取組

小学校で「授業交換による教科担任制」を実施することで、「複数の

教員による多面的な児童理解」「教材研究の充実」などが期待できます。

また、中学校で「毎時間の授業評価」を実施することで、次の時間の指

導の工夫・改善により、生徒が関心・意欲や集中力を高め、わかる喜び

を味わうことができる授業づくりを進めることが期待できます。

これらの取組により、子どもたちに「できなかったことができるよう

になる」「分からなかったことが分かるようになる」場面に出会わせ、

学ぶことに喜びと自信をもたせましょう。

家庭や地域と連

携した取組

各学校においては、全国学力・学習状況調査と学力定着状況確認問題

を活用した年２回の検証改善サイクルにより、子どもたちの学力向上に

向けた取組の充実を図っておられると思います。調査により明らかにな

った学習内容や学習習慣等の課題改善に向けて、学校、家庭、地域が連

携、協働した社会総がかりの取組を進めることが子どもたちにとって、

よりよい学校づくりにつながります。

先進校では、以下のような取組が進んでいます。

研修の充実

「授業づくり研修会」の拠点校では、公開授業を行うだけでなく、校

内研修に位置付けた取組をお願いしています。ぜひ、拠点校の取組を校

内研修の進め方の参考にしてください。学力向上推進リーダーや推進教

員からは、ねらい、言語活動、振り返りのある授業づくりや、校内研修

の活性化について、学校の現状に応じて、適切な指導・助言を得ること

ができます。また、ユニット型研修（例：学年、教科の枠を解き、保護

者や地域の方も参加しての授業公開やその後の研究協議を行う）により、

学力向上に向けた取組をより効果的なものにすることができます。

こうした研修の機会や手法を活用して、校内研修の充実を図り、全教

職員で子どもの教育に当たりましょう。

○授業支援……講話、実習や実技指導での補助、読み聞かせ

○環境整備……学校図書館の管理支援、掲示物の作成

○授業準備……学習プリントの印刷、授業準備への協力

○補充学習……自習室の管理、放課後や長期休業中の補充指導

○研修参加……ユニット型研修への参加、授業評価

○情報発信……「情報機器の使い方」等、家庭や地域に向けた情報発信

「授業交換による教科担任制【小学校】」「毎時間の授業評価【中学校】」

の組織的な実施

コミュニティ・スクールなど、家庭や地域との連携を活用した指導の

充実

校内研修の充実


